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第５回　議会住民懇談会を開催!!
町民に信頼される議会を目指して

詳細は特集ページ（９～11ページ）へ

　平成24年度の議会住民懇談会は５月９日から11日までの３日間、東部・
中央・西部公民館で開催いたしました。今年度の議会住民懇談会は、第１部
では平成24年３月議会で上程された条例をはじめ、平成24年度一般会計
当初予算や特別会計・公営企業会計などの審議状況の報告、第２部では町政
全般にわたる意見交換会を実施いたしました。

◇５月９日　東部公民館
　東部公民館では総務産業常任委員会が
運営を担当いたしました。
　82名のご参加をいただきました。

◇５月10日　中央公民館
　中央公民館では議会運営委員会が運営
を担当いたしました。
　46名のご参加をいただきました。

◇５月11日　西部公民館
　西部公民館では文教厚生常任委員会が
運営を担当いたしました。
　38名のご参加をいただきました。

2議会住民懇談会



定例会 ６
月

●
本
会
議
に
提
出
さ
れ
た
主
な
議
案
は
、

　

① 

住
民
基
本
台
帳
法
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
及
び
出

入
国
管
理
及
び
難
民
認
定
法
及
び
日
本
国
と
の
平
和

条
約
に
基
づ
き
日
本
の
国
籍
を
離
脱
し
た
者
等
の
出

入
国
管
理
に
関
す
る
特
例
法
の
一
部
を
改
正
す
る
等

の
法
律
の
施
行
に
伴
う
関
係
条
例
の
整
理
に
関
す
る

条
例

　

②
福
岡
県
介
護
保
険
広
域
連
合
規
約
の
変
更
に
つ
い
て

　

③ 
福
岡
県
後
期
高
齢
者
医
療
広
域
連
合
規
約
の
変
更
に

つ
い
て

　

④ 

大
幅
増
員
と
夜
勤
改
善
で
安
全
・
安
心
の
医
療
・
介

護
を
求
め
る
陳
情
書
に
つ
い
て

●
全
員
協
議
会
は

　

①
町
制
施
行
50
周
年
記
念
事
業
に
つ
い
て

　

②
空
き
家
実
態
調
査
の
報
告
に
つ
い
て

　

③
最
終
処
分
場
環
境
保
全
協
定
に
つ
い
て

　

④
平
成
23
年
度
岡
垣
町
発
注
工
事
に
つ
い
て

●岡垣町教育委員に　佐々木　敏幸さん（新任・吉木）

●平成23年度岡垣町一般会計繰越明許費繰越計算書報告について

●平成23年度岡垣町土地開発公社決算報告について

●総務産業常任委員会の継続審査について

　1．陳情書　株式会社ナフコ出店計画について
　2．住民の安全・安心を支える公務・公共サービスの体制・

機能の充実を求める請願書

子どももしっかり消火訓練（旭南区）

６
月
定
例
会
は
６
月
６
日
か
ら
15
日
ま
で
の

会
期
で
開
か
れ
、
４
議
案
、
陳
情
１
件
、
請
願
１
件
、

発
議
２
件
に
つ
い
て
審
議
し
ま
し
た

概要版

3 概要



議員の賛成○・反対●・除斥 除・退席 退・欠席 欠
議決の状況について

内　　　容 採決日

議席番号 1 2 3 ４ ５ ６ ７ ８ ９ 10 11 12

結　果

横
山　

貴
子

西　

美
千
代

小
野　

元
次

太
田　
　

強

西
田　

陽
子

安
部　

弘
彦

下
川
路　

勲

平
山　
　

弘

中
村　

好
伸

広
渡　

輝
男

神
崎　

宣
昭

市
津　

広
海

岡垣町教育委員会委員の任命について ６/６ 同意 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

住民基本台帳法の一部を改正する法律及び出入国管理及
び難民認定法及び日本国との平和条約に基づき日本の国
籍を離脱した者等の出入国管理に関する特例法の一部を
改正する等の法律の施行に伴う関係条例の整理に関する
条例

６/15 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

福岡県介護保険広域連合規約の変更について ６/15 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

福岡県後期高齢者医療広域連合規約の変更について ６/15 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

大幅増員と夜勤改善で安全・安心の医療・介護を求める
陳情書 ６/15 採択 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

大幅増員と夜勤改善で安全・安心の医療・介護を求める
意見書 ６/15 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

基地対策予算の増額等を求める意見書 ６/15 賛成多数
可決 ○ ○ ○ ○ ● ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

議会だより「おかがき」を岡垣町公式ホームページに掲載しました!!

　議会だより「おかがき」は、町制施行30周年を
契機に平成４年発刊されました。町議会の活動状
況をより一層広く町民の皆様にご報告し続けて８
月10日発行で第89号になります。
　本年は、町制施行
50周年の大きな節
目の年を迎え、さら
に議会へのご理解を
いただくため、議会
だより「おかがき」
を岡垣町の公式ホー
ムページに掲載いた
しました。

　平成４年11月25日の創刊号から掲載してお
りますので、ご利用ください。

創刊号

No.88　３月定例会　平成２４年５月１０日発行

安全と安心のまちづくりを目指して●２～４
平成24年度一般会計予算　総額91億7,400万円【昨年85億5,000万円】

町政を問う●９～１２
一般質問

議会だより

おかがき

第88号

4賛成・反対表



第
４
次
総
合
計
画
の
総
括
と
さ
ら
な
る

町
発
展
の
「
第
５
次
総
合
計
画
」
実
現
を

自
ら
の
手
で
「
第
５
次
総
合
計
画
」
の

実
現
に
全
力
を
傾
注
す
る

小
野町

長

小野　元次 議員

小
野　

平
成
13
年
、
前
町
政
に
よ

る
「
第
４
次
総
合
計
画
」
は
、
町

民
の
意
思
を
尊
重
し
、
議
会
に
て

全
員
挙
手
で
議
決
が
さ
れ
、
町
の

重
点
課
題
「
海
老
津
駅
南
側
開
発

の
促
進
」
を
は
じ
め
と
す
る
施
策

が
進
め
ら
れ
ま
し
た
。
特
に
平
成

17
年
３
月
「
Ｊ
Ｒ
海
老
津
駅
南
側

開
発
基
本
構
想
策
定
業
務
報
告

書
」、
20
年
３
月
「
Ｊ
Ｒ
海
老
津

駅
南
側
開
発
事
業
調
査
報
告
書
」

が
策
定
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

議
会
議
決
権
は
、
議
会
の
も
つ

権
限
の
中
で
も
最
も
本
質
的
、
最

重
要
な
存
在
目
的
か
ら
第
一
に
挙

げ
ら
れ
る
権
限
で
あ
り
、
議
会
民

主
主
義
の
多
数
決
の
原
理
に
基
づ

い
た
町
民
の
意
思
を
反
映
し
て
論

議
さ
れ
た
権
限
で
も
あ
り
ま
す
。

戸
切
ボ
タ
山
の
開
発
に
つ
い
て

調
査
し
、
有
効
活
用
に
向
け
検
討
す
る

市
津町

長

〇
農
業
補
助
政
策
に
つ
い
て

市
津　

日
本
は
農
地
の
４
割
減

反
、
農
地
の
集
積
化
で
中
山
間
地

で
は
荒
廃
地
が
増
え
て
い
ま
す
。

農
事
者
の
高
齢
化
、
農
業
人
口
減

少
が
益
々
加
速
す
る
と
思
わ
れ
ま

す
が
ど
う
で
す
か
。

町
長　

農
業
政
策
は
国
の
動
向
に

左
右
さ
れ
ま
す
が
、
町
は
行
政
と

し
て
出
来
る
こ
と
を
実
施
す
る
と

い
う
視
点
で
農
業
行
政
に
取
り
組

ん
で
お
り
、
昨
年
度
か
ら
実
施
し 市津　広海 議員

将
来
の
町
づ
く
り
「
Ｊ
Ｒ
海
老
津

駅
南
側
道
路
整
備
事
業
」
を
進
め

て
い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す

が
。

町
長　

平
成
20
年
12
月
の
町
長
選

挙
公
約
に
「
海
老
津
駅
南
側
開
発

の
促
進
」
を
掲
げ
て
、
町
民
の
負

託
を
受
け
て
町
長
に
な
り
、
議
会

同
意
を
得
て
、
国
・
県
の
支
援
を

受
け
た
事
業
で
あ
り
、
計
画
に
基

づ
き
進
め
ま
す
。

小
野　
「
基
本
構
想
策
定
業
務
報

告
書
」、「
事
業
調
査
報
告
書
」
委

託
料
は
。

町
長　

平
成
17
年
「
基
本
構
想
策

定
業
務
」委
託
費
が
８
０
０
万
円
、

20
年
「
事
業
調
査
報
告
書
」
委
託

費
が
１
，
８
９
０
万
円
で
す
。

小
野　
「
第
５
次
総
合
計
画
」
の

実
現
に
向
け
て
、
本
年
12
月
の
本

町
の
町
長
選
挙
へ
の
出
馬
表
明
を

さ
れ
て
は
い
か
が
で
す
か
。

町
長　

12
月
の
町
長
選
挙
に
は

「
第
５
次
総
合
計
画
」
の
実
現
に

向
け
、
全
力
を
傾
注
し
て
取
り
組

ん
で
い
き
た
い
。

て
い
る
新
規
就
農
者
へ
の
支
援
制

度
な
ど
、
今
後
も
地
域
の
実
情
に

応
じ
た
施
策
を
、
実
施
し
て
い
き

た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

市
津　

日
本
の
農
産
物
は
、
品
質

規
格
、
農
薬
等
基
準
が
世
界
一
厳

し
い
し
、
味
も
い
い
。
そ
こ
で
例

え
ば
中
国
は
富
裕
層
が
１
億
人
お

り
、
国
策
と
し
て
農
産
物
の
輸
出

を
、
す
べ
き
で
は
な
い
で
す
か
。

輸
出
す
る
こ
と
に
よ
り
荒
廃
地
の

減
少
、
４
割
減
反
が
減
少
し
ま

す
。
ま
た
水
田
に
水
を
張
る
こ
と

で
温
暖
化
防
止
策
に
も
な
り
ま
す

が
ど
う
で
す
か
。

町
長　

町
の
農
業
・
農
村
環
境
の

向
上
に
必
要
と
判
断
で
き
れ
ば
国

に
要
望
し
て
い
き
ま
す
。

〇
戸
切
ボ
タ
山
の
開
発
に
つ
い
て

市
津　

ボ
タ
山
は
経
済
産
業
省
所

管
の
独
立
行
政
法
人
の
所
有
で
、

過
去
に
風
力
発
電
設
置
の
計
画
が

実
施
さ
れ
ま
し
た
が
風
量
が
足
り

ず
断
念
、
ま
た
企
業
誘
致
等
検
討

さ
れ
ま
し
た
が
、
実
現
に
は
至
っ

て
い
ま
せ
ん
。
福
島
原
発
事
故
に

よ
り
、
脱
原
発
の
方
向
で
あ
り
、

環
境
に
や
さ
し
い
メ
ガ
ソ
ー
ラ
ー

を
設
置
し
、
町
の
活
性
化
を
図
る

考
え
は
い
か
が
で
す
か
。

町
長　

再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
の

導
入
可
能
性
調
査
を
行
う
た
め
に

県
に
補
助
申
請
を
行
っ
て
お
り
、

そ
の
調
査
の
検
証
と
併
せ
て
、
ボ

タ
山
の
有
効
活
用
に
つ
い
て
検
討

し
ま
す
。

＊
他
に
竹
林
対
策
に
つ
い
て
質
問

し
ま
し
た
。

ＪＲ海老津駅周辺

竹林対策は？

5 町政を問う　一般質問



岡
垣
町
地
域
防
災
計
画
の
見
直
し
は
ど

う
な
っ
て
い
る
か

風
水
害
、
地
震
対
策
を
見
直
し
、
津
波

対
策
を
盛
り
込
む
こ
と
に
し
て
い
る

平
山町

長

平山　　弘 議員

平
山　

岡
垣
町
の
地
域
防
災
計
画

の
見
直
し
の
進
捗
状
況
は
。

町
長　

風
水
害
や
地
震
災
害
対
策

の
見
直
し
を
行
う
ほ
か
、
津
波
を

想
定
し
た
対
策
を
新
た
に
計
画
に

盛
込
む
こ
と
に
し
て
い
ま
す
。

平
山　

原
発
事
故
の
対
策
も
加
え

て
い
く
べ
き
で
は
な
い
で
す
か
。

町
長　

国
は
、
原
子
力
発
電
所
か

ら
30
㎞
圏
内
の
自
治
体
に
つ
い
て

防
災
計
画
に
位
置
付
け
る
こ
と
と

し
て
い
ま
す
が
、
岡
垣
町
は
玄
海

原
発
か
ら
約
80
㎞
に
位
置
し
て
お

り
、
地
域
防
災
計
画
に
盛
り
込
む

こ
と
に
し
て
い
ま
せ
ん
。

平
山　

福
島
原
発
の
放
射
能
被
害

は
１
０
０
㎞
か
ら
１
５
０
㎞
圏
に

及
ん
で
い
る
の
は
事
実
。
事
故
が

起
き
て
か
ら
策
定
す
る
の
で
す
か
。

三
里
松
原
の
保
全
に
つ
い
て

国
と
の
連
携
を
図
り
な
が
ら
取
り
組
ん

で
い
る

下
川
路町

長

下川路　勲 議員

下
川
路　

近
年
、
三
里
松
原
の
松

枯
れ
が
激
し
い
が
、
そ
の
数
を
示

し
て
く
だ
さ
い
。

町
長　

松
枯
れ
の
本
数
は
、
平
成

21
年
が
２
，
２
４
９
本
、
平
成
22

年
度
が
５
，
２
７
８
本
、
平
成
23

年
度
が
１
１
，
５
８
５
本
で
す
。

下
川
路　

空
中
散
布
は
、
何
回
実

町
長　

事
故
が
起
き
て
か
ら
で
は

遅
い
が
、
原
子
力
対
策
は
専
門
性

が
高
く
、
町
単
独
で
の
対
応
は
難

し
い
状
況
で
す
。
県
の
見
直
し
の

中
で
、
広
範
囲
に
お
け
る
原
子
力

災
害
対
策
に
つ
い
て
位
置
付
け
る

よ
う
に
求
め
て
い
き
ま
す
。

平
山　

避
難
場
所
の
耐
震
化
は
ど

う
考
え
て
い
ま
す
か
。

町
長　

小
中
学
校
の
耐
震
化
が
終

り
次
第
、
避
難
施
設
の
耐
震
化
を

計
画
的
に
進
め
て
い
き
ま
す
。

平
山　

通
学
路
の
交
通
事
故
対
策

は
ど
う
考
え
て
い
ま
す
か
。

町
長　

町
と
県
と
警
察
と
の
連
携

に
よ
り
、
通
学
路
の
緊
急
点
検
を

実
施
し
、
安
全
対
策
に
つ
い
て
検

討
を
行
っ
て
い
ま
す
。

平
山　

橋
下
大
阪
市
長
は
、
市
職

員
の
思
想
調
査
を
実
施
し
ま
し
た

が
労
働
委
員
会
か
ら
批
判
さ
れ
、

中
止
し
ま
し
た
。

　

町
長
は
職
員
の
人
権
に
つ
い
て

ど
う
考
え
て
い
ま
す
か

町
長　

岡
垣
町
で
働
く
職
員
も
憲

法
に
規
定
さ
れ
た
基
本
的
人
権
が

保
障
さ
れ
る
の
は
当
然
で
す
。　

　

し
か
し
、
公
務
員
は
そ
の
地
位

の
特
殊
性
に
よ
り
政
治
的
中
立
性

と
公
務
の
公
正
な
執
行
の
た
め
、

政
治
活
動
に
つ
い
て
は
法
令
で
一

定
の
制
限
を
受
け
て
い
ま
す
。

施
し
て
い
る
の
で
す
か
。

町
長　

マ
ツ
ノ
マ
ダ
ラ
カ
ミ
キ
リ

が
飛
び
立
つ
時
期
に
合
わ
せ
て
ヘ

リ
コ
プ
タ
ー
に
よ
る
航
空
防
除
を

年
２
回
実
施
し
て
い
ま
す
。

下
川
路　

周
辺
の
方
々
に
は
、
ど

の
よ
う
な
形
で
お
知
ら
せ
し
て
い

る
の
で
す
か
。

町
長　

広
報
「
お
か
が
き
」
や
国

道
沿
線
に
立
て
看
板
で
周
知
し
て

い
ま
す
。
そ
れ
か
ら
周
辺
地
域
に

は
有
線
放
送
で
も
お
知
ら
せ
し
て

い
ま
す
。

下
川
路　

日
時
等
を
も
っ
と
詳
し

く
丁
寧
に
お
知
ら
せ
す
べ
き
で
す
。

宗
像
市
の「
さ
つ
き
松
原
」は
レ
ク

リ
エ
ー
シ
ョ
ン
の
森
と
位
置
付
け

て
、
22
団
体
の
協
力
の
下
で
整
備

さ
れ
て
い
ま
す
。

町
長　

当
町
も
松
葉
か
き
や
灌
木

除
伐
等
に
、
多
く
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
の
皆
さ
ん
が
参
加
し
、
毎
年
継

続
し
て
実
施
し
て
い
ま
す
。
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
の
皆
さ
ん
の
活
動
に
は

本
当
に
感
謝
し
て
い
ま
す
。

玄海原発30㎞圏内

三里松原　松枯れ11,585本
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積
極
的
に
女
性
の
採
用
、
管
理
職
へ
の

登
用
を

成
績
主
義
で
公
正
に
行
っ
て
い
る

西
田町

長

西
田　

郡
内
の
女
性
管
理
職
は
芦

屋
町
２
人
、
遠
賀
町
３
人
、
水
巻

町
３
人
で
、
岡
垣
は
ゼ
ロ
で
す
。

係
長
の
割
合
も
類
似
団
体
の
志
免

町
他
６
団
体
は
30
％
以
上
で
す
が

岡
垣
町
は
25
％
で
す
。
原
因
は
職

員
の
男
女
の
比
率
で
、
岡
垣
町
は

男
性
１
１
３
人
、
女
性
53
人
で
、

差
が
あ
り
女
性
の
採
用
を
増
や
す

べ
き
で
は
。

町
長　

私
が
町
長
に
就
任
し
て
す

ぐ
女
性
課
長
を
任
命
し
、
男
女
共

同
参
画
推
進
本
部
に
も
女
性
２
人

を
登
用
し
ま
し
た
。
管
理
監
督
に

あ
た
る
職
務
の
女
性
職
員
が
平
成

21
年
４
月
は
10
名
で
し
た
が
、
現

在
13
名
で
、
16
・
９
％
か
ら
18
・

６
％
と
伸
び
て
い
ま
す
。

　

職
員
の
採
用
は
競
争
試
験
に
よ

ま
ち
ち
づ
く
り
政
策
の
積
極
的
な
取
り

組
み
を
求
め
る

総
合
的
に
掲
げ
た
政
策
を
バ
ラ
ン
ス
よ

く
促
進
し
て
い
く

広
渡町

長

広渡　輝男 議員

広
渡　

本
町
は
Ｊ
Ｒ
鹿
児
島
本
線

の
交
通
・
輸
送
機
能
の
恩
恵
を
受

け
発
展
し
て
き
ま
し
た
。
今
後
の

ダ
イ
ヤ
改
正
に
よ
っ
て
は
、「
開

か
ず
の
踏
切
化
」
が
懸
念
さ
れ
ま

す
。
永
年
の
懸
案
で
あ
る
海
老
津

白
谷
踏
切
道
の
立
体
交
差
化
を
、

人
と
自
転
車
し
か
利
用
で
き
な
い

「
地
下
自
由
通
路
」
の
代
替
策
と

し
て
推
進
す
べ
き
で
は
。

西田　陽子 議員

り
行
っ
て
お
り
、
女
性
枠
な
ど
は

設
け
て
い
ま
せ
ん
。

西
田　

そ
う
で
あ
れ
ば
、
登
用
の

差
は
縮
ま
り
ま
せ
ん
。
採
用
に
お

い
て
成
績
主
義
は
わ
か
る
が
、
積

極
的
改
善
措
置
を
す
る
と
、
町
の

計
画
に
も
示
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、

新
宮
町
で
は
面
接
官
を
、
現
場
の

職
員
か
ら
募
り
、
２
次
面
接
で
９

割
が
た
決
定
し
、
幹
部
面
接
で
確

認
。
コ
ネ
採
用
批
判
に
対
応
し
て

い
ま
す
。

町
長　

不
正
が
あ
る
か
の
よ
う
な

言
い
方
を
さ
れ
て
ま
す
が
、
採
用

は
公
平
公
正
な
手
続
き
で
、
基
準

を
設
け
て
厳
正
に
行
っ
て
い
ま
す
。

西
田　

岡
垣
町
は
こ
こ
数
年
若

い
女
性
職
員
が
辞
め
て
い
る
の
が

も
っ
た
い
な
い
の
で
は
。

町
長　

女
性
職
員
の
退
職
は
本
人

の
配
偶
者
の
勤
務
先
の
事
情
や
育

児
の
考
え
方
な
ど
、
本
人
の
人
生

設
計
に
よ
る
も
の
と
受
け
止
め
て

い
ま
す
。

西
田　

男
性
が
育
児
休
業
を
取
れ

る
環
境
の
整
備
を
す
べ
き
で
は
。

町
長　

岡
垣
町
特
定
雇
用
主
行
動

計
画
に
お
い
て
ワ
ー
ク
ラ
イ
フ
バ

ラ
ン
ス
な
ど
、
職
場
環
境
は
十
分

に
整
え
て
い
き
ま
す
。

町
長　

Ｊ
Ｒ
海
老
津
駅
南
側
道
路

等
整
備
事
業
は
、
白
谷
踏
切
通
過

車
両
の
振
り
分
け
に
よ
る
北
側
広

場
の
渋
滞
緩
和
効
果
や
、「
地
下

自
由
通
路
」
に
よ
る
高
齢
者
や
自

転
車
利
用
者
の
安
全
な
行
き
来
が

可
能
と
な
り
ま
す
。

　

多
額
の
費
用
と
期
間
を
要
す
る

「
白
谷
踏
切
」
の
単
独
立
体
交
差

化
は
歩
行
者
の
利
便
性
や
広
域
的

な
道
路
網
形
成
、
駅
南
側
開
発
促

進
に
は
つ
な
が
ら
ず
、
平
成
17
・

20
年
に
策
定
し
た
駅
南
側
開
発
基

本
構
想
等
で
も
何
も
触
れ
ら
れ
て

い
ま
せ
ん
。

広
渡　

全
国
的
に
元
気
な
ま
ち
づ

く
り
を
目
指
し
て
定
住
・
交
流
人

口
の
拡
大
に
む
け
て
積
極
的
に

取
り
組
ま
れ
て
い
ま
す
。
今
こ
そ

「
中
学
生
ま
で
医
療
費
の
無
料
化
」

を
打
ち
出
し
「
子
育
て
に
積
極
的

な
安
心
の
魅
力
あ
る
町
」
を
発
信

す
る
こ
と
が
、
政
策
的
な
人
口
誘

導
策
に
つ
な
が
る
の
で
は
。

町
長　

子
育
て
支
援
を
重
点
施
策

と
位
置
づ
け
、
今
年
４
月
か
ら
中

学
３
年
ま
で
入
院
費
助
成
を
開
始

し
た
ば
か
り
で
す
。
事
業
効
果
等

を
十
分
見
極
め
る
こ
と
も
で
き
な

い
状
況
の
中
で
、
更
な
る
拡
大
に

つ
い
て
具
体
的
な
検
討
を
進
め
る

考
え
は
あ
り
ま
せ
ん
。

広
渡　

土
地
開
発
公
社
は
、
も
う

設
立
目
的
を
終
え
た
の
で
は
な
い

で
す
か
。
財
政
の
健
全
な
運
営
に

取
り
組
む
た
め
に
も
土
地
開
発
公

社
の
存
廃
を
視
野
に
入
れ
た
抜
本

改
革
を
求
め
ま
す
。

町
長　

町
の
事
業
を
推
進
す
る
上

で
、
年
度
間
の
調
整
、
代
替
用
地

の
先
行
取
得

な
ど
必
要
に

応
じ
て
土
地

開
発
公
社
の

活
用
を
図
っ

て
行
く
考
え

で
す
。

町の風景（乳垂川）
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観
光
資
源
開
発
に
つ
い
て

拠
点
と
な
る
組
織
の
強
化
を
図
る

安
部町

長

安部　弘彦 議員

要
援
護
者
個
別
計
画
の
進
捗
状
況
は

計
画
ど
お
り
取
り
組
み
を
進
め
て
い
る

西町
長

西　

近
年
、
私
た
ち
が
経
験
し

た
こ
と
の
な
い
大
き
な
災
害
が
各

地
で
発
生
し
て
い
ま
す
。
こ
の
よ

う
な
災
害
時
に
備
え「
要
援
護
者
」

を
ど
の
よ
う
に
支
援
し
て
い
く
の

か
、
個
別
計
画
の
進
捗
状
況
を
お

尋
ね
し
ま
す
。

町
長　

ま
ず
は
全
体
計
画
を
23
年

3
月
に
策
定
し
、
基
礎
と
な
る
情

報
を
管
理
す
る
た
め
の
シ
ス
テ
ム

を
作
り
ま
し
た
。
次
に
災
害
時
要

援
護
者
台
帳
を
作
成
し
、
今
年
度 西　美千代 議員

安
部　

試
験
的
に
「
や
っ
ぱ
〜
岡

垣
」
が
移
動
販
売
を
行
っ
て
い
ま

す
が
、
他
の
区
か
ら
も
要
望
が

あ
が
っ
て
い
る
と
聞
い
て
い
ま
す

が
。

町
長　

３
ヶ
月
が
経
過
し
、
そ
の

間
に
延
べ
１
，
６
３
７
人
の
方
が

移
動
販
売
車
を
利
用
し
て
い
ま

す
。
ま
た
、
他
の
地
域
か
ら
も
要

望
が
あ
り
、
販
売
実
施
に
向
け

関
係
者
と
の
意
見
交
換
を
行
い
ま

す
。
現
在
試
行
期
間
中
で
す
が
、

引
き
続
き
町
も
こ
の
事
業
を
支
援

し
、
課
題
や
効
果
な
ど
を
検
証
し

な
が
ら
、
日
常
生
活
に
困
難
が
あ

る
人
へ
の
対
応
に
つ
い
て
、
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ
ス
の
利
便
性
向
上

な
ど
も
含
め
様
々
な
視
点
か
ら
、

地
域
や
関
係
者
の
皆
さ
ん
と
連
携

し
て
取
り
組
ん
で
行
き
ま
す
。

安
部　

定
住
者
人
口
の
増
加
方
法

に
つ
い
て
お
尋
ね
し
ま
す
。

町
長　

定
住
促
進
対
策
の
基
本
的

な
考
え
方
と
し
て
、
子
育
て
世
代

を
対
象
と
し
た
取
り
組
み
を
進

め
て
行
く
考
え
で
す
。
ま
た
、
新

た
な
定
住
者
の
受
け
皿
作
り
と
し

て
、
Ｊ
Ｒ
海
老
津
駅
南
側
開
発
や

サ
ン
リ
ー
ア
イ
隣
接
地
の
開
発
な

ど
、
新
規
住
宅
団
地
の
開
発
事
業

を
進
め
て
い
き
ま
す
。

安
部　

岡
垣
町
の
自
然
、
そ
し
て

農
林
水
産
業
、
商
工
業
の
生
産

物
・
加
工
品
、
公
共
サ
ー
ビ
ス
を

含
む
、
全
て
が
観
光
資
源
、
ビ
ジ

ネ
ス
と
な
り
得
る
恵
み
と
考
え
て

い
ま
す
が
い
か
が
で
す
か
。

町
長　

観
光
資
源
の
開
発
や
情
報

発
信
は
、
重
要
な
取
り
組
み
と
し

て
、
現
観
光
協
会
の
法
人
化
を
行

い
、
専
任
の
事
務
局
体
制
を
構
築

し
、
積
極
的
に
岡
垣
町
の
魅
力
あ

る
資
源
を
対
外
的
に
発
信
す
る
よ

う
拠
点
と
な
る
組
織
の
強
化
を
図

り
ま
す
。

波津海水浴場地引き網

末
ま
で
に
個
別
計
画
の
作
成
を
行

い
ま
す
。

西　

要
援
護
者
1
人
に
対
し
、

複
数
の
支
援
者
が
必
要
と
考
え
ま

す
が
、
支
援
者
の
登
録
は
ど
の
よ

う
に
取
り
組
ま
れ
ま
す
か
。

町
長　

自
治
区
長
や
民
生
委
員
を

中
心
に
平
常
時
か
ら
働
き
か
け
を

し
て
い
き
ま
す
。

西　

支
援
の
た
め
に
は
防
災
士

の
役
割
も
大
き
い
と
思
い
ま
す

が
、
今
年
度
の
予
算
に
2
名
計
上

さ
れ
て
い
ま
す
。
増
や
す
予
定
は

あ
り
ま
す
か
。

町
長　

今
年
度
は
職
員
２
名
で
考

え
て
い
ま
す
。
こ
れ
を
き
っ
か
け
に

し
て
町
全
体
に
ど
う
広
げ
て
い
く

か
は
、
今
後
検
討
し
て
い
き
ま
す
。

西　

個
別
計
画
に
記
載
す
る
情

報
に
は
個
人
情
報
に
あ
た
る
部
分

が
含
ま
れ
ま
す
。
要
援
護
者
登
録

の
際
は
丁
寧
な
説
明
を
し
て
く
だ

さ
い
。

町
長　

要
援
護
者
が
必
要
と
す
る

情
報
が
示
さ
れ
て
お
り
、
き
ち
ん

と
説
明
し
て
多
く
の
人
に
登
録
し

て
も
ら
え
る
よ
う
努
力
し
て
い
き

ま
す
。

西　

日
ご
ろ
か
ら
の
地
域
住
民

同
士
の
つ
な
が
り
が
災
害
時
の
支

援
活
動
に
生
か
さ
れ
ま
す
。
そ
の

た
め
に
も
町
は
ぜ
ひ
力
を
尽
く
し

て
く
だ
さ
い
。

＊
他
に
通
学
路
の
安
全
点
検
や
安

全
教
育
に
つ
い
て
質
問
し
ま
し
た
。 防災訓練の様子
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　議会住民懇談会参加者166名の内91名の方からアンケートにご協力いただきました。アン
ケートの内容を要約してご報告いたします。皆様の貴重なご意見を真

しん

摯
し

に受止め、今後の議会
住民懇談会の運営や議会の活性化に反映させていただきます。ありがとうございました。

次ページからは、会場でいただいたご意見・ご要望とそれに対する回答の一部を紹介します。

回答者の内訳

開 催 回 数

懇談会の内容

　60歳代・70歳代・80歳以上が77％となってい
る。若い人たちの参加されるような取り組みが課題。

　参加者は男性が８割以上を占めており、女性の
参加を促すため、開催時間などの工夫が必要。

開催してほしい しなくてよい

年齢別アンケート回答者 参加者の男女別の状況

住民懇談会の実施について

　住民懇談会の開催は、年１回実施に対して年
２回開催してほしいと回答された方が50%を占
めている。

　懇談会の内容は分かりやすかったが約30％、分かりにくかったが31%とほぼ同率になっている。無回
答が40%を占めており、懇談会の内容や説明のあり方が提起されている。
　またその他の意見では、運営に関し厳しい指摘がされている。

その他の意見

20歳代
２％

30歳代
５％ 40歳代

３％

50歳代
13％

60歳代
37％

女
16％

男
84％

年１回
36％

年２回
49％

その他
15％

分かりやすかった
29％

分かりにくかった
31％

無回答
40％

時間不足
13％

説明要領
39％議員力の不足

22％

運営の改善
９％

資料が分かりやすい
17％

80歳以上
14％

70歳代
26％

議会住民懇談会アンケートの集計結果について
9 議会住民懇談会



高齢者の買い物問題が深刻化してい
るが、その解決策は？

区長会・民生児童委員会・老人クラブ寿会連合会各会長らの要望を受
け、担当各課が昨年７月頃から協議を重ね、本年３月５日から試験的に

「やっぱ～岡垣」が高陽・鍋田区など３箇所で移動販売を開始しています。また、
要望があり、旭東・旭中・旭西・高尾区でも実施される予定です。コミュニティ
バスの増便など、あらゆる場面からこの事業を継続的に支援していきます。

町の重要な観光資源
としてとらえ、活性

化を促進していきます。

岡垣町には、貴重な資料がた
くさんあるので、歴史資料館

設置や文化財の保存
について早急に考え
てほしい。

町内の文化財をはじめ、他市
町の歴史・文化財・民族資料館

の視察するなど継続して調査研究を
行っています。

西部地域の活性化を！

国道495号線の真ん中に岡垣町はある。宗像には道の駅、観
光地や施設があるが、岡垣町はどうか。西部地区は、湯川山
や成田山、波津海水浴場もあるし、魚もうまい！良いところは、いっぱい
ある。地元の資源を活用して欲しい。地元の人が、西部に出かけてきて心
安まる、くつろげる所をつくって欲しいです。

住民懇談 会Q＆A
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中心市街地の活性化
事業の見通しは？

第５次総合計画の基本構想では、
発展する町を目指した海老津駅周

辺環境整備プロジェクトを重点プロジェ
クトのひとつと位置づけており、平成27
年度までの前期基本計画中の行動目標と
して中心市街地活性化に向けた取り組みを掲げているが、地権者
との合意形成や具体的な事業計画の策定が大きな課題です。実現
化へむけて議会の役割をしっかりと果してまいります。

荒廃森林につい
て、間伐が進ん
でいるが、放置

されている切った木を再利
用できないか。また、竹林
の放置で杉・檜が枯れてい
る。根本的な解決策へ向け
て取り組んでほしい。

県の森林環境税を使っている事業です
が、使い道が決められているので、地

元の声を県に届けていきます。竹林の件は、
吉木地区の活動をモデルにした広がりに期待
しています。
また議会では、塩害や暴風から私たちの生活を
守る三里松原の保全と松くい虫などの被害を
防ぐため、近隣の市町と連携を取りながら国や
県に対して積極的な陳情活動を行っています。
今後も継続した取り組みを行っていきます。

平成15年に地元海老津４区からJR海老津駅南側開発促進の陳情があり、
議会で採択し、JR海老津駅南側道路等整備事業が促進されているところ

です。平成17年に策定されたJR海老津駅南側開発基本構想や平成20年のJR
海老津駅南側開発事業調査報告書に基づき推進しています。概算事業費の21億
５千万円のうち、10億４千万円が国庫支出金、起債７億７千万円、一般財源３
億４千万円の財源になっています。起債の元利償還額のうち一定額は交付税額
に算入されるようになっています。

JR海老津駅南側道路等整備事業に
21億５千万円かけるというが、今
後の発展性にどのようにつながっ
て行くのか説明してください。

住民懇談 会Q＆A
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町
議
会
50
年　

③
総
合
計
画
に
つ
い
て

　

昨
年
３
月
定
例
会
で
平
成
23
年

度
か
ら
平
成
32
年
度
ま
で
の
10
年

の
町
づ
く
り
の
指
針
と
も
い
う
べ

き
第
５
次
総
合
計
画
が
議
案
２
号

と
し
て
提
案
さ
れ
、
賛
成
多
数
で

可
決
さ
れ
ま
し
た
。
議
会
改
選
前

の
議
決
で
し
た
が
、
執
行
部
・
議

会
・
町
民
は
総
合
計
画
に
沿
っ
て

様
々
な
施
策
を
進
め
て
ゆ
く
こ
と

に
な
り
ま
す
。
10
年
後
に
は
ま
た

違
っ
た
形
で
計
画
が
策
定
さ
れ
る

で
し
ょ
う
が
、
こ
れ
ま
で
の
岡
垣

町
総
合
計
画
を
振
り
返
っ
て
み
ま

し
た
。

そ
の
背
景

　

昭
和
44
年
４
月
19
日
地
方
自
治

法
の
一
部
改
正
が
な
さ
れ
「
市
町

村
は
、
そ
の
事
務
を
処
理
す
る
に

当
た
っ
て
は
、
議
会
の
議
決
を
経

て
そ
の
地
域
に
お
け
る
総
合
的
か

つ
計
画
的
な
行
政
の
運
営
を
図
る

た
め
基
本
構
想
を
定
め
、
こ
れ
に

即
し
て
行
う
よ
う
に
し
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
」
と
規
定
さ
れ
た
。
高

度
経
済
成
長
最
中
の
こ
と
で
、
各

自
治
体
の
行
政
需
要
が
膨
ら
み
続

け
る
な
か
、
行
政
の
高
度
化
・
近

代
化
・
合
理
化
・
広
域
化
に
対
処

す
る
必
要
が
生
じ
、
首
長
・
議
会

の
改
選
等
に
か
か
わ
ら
ず
、
計
画

性
・
継
続
性
を
も
っ
て
着
実
に
町

づ
く
り
に
取
り
組
む
こ
と
で
「
均

衡
あ
る
国
土
の
発
展
」
が
図
ら
れ

る
よ
う
、
国
レ
ベ
ル
で
意
図
し
た

と
こ
ろ
か
ら
と
考
え
ら
れ
る
。

経
過

　

町
制
施
行
後
の
岡
垣
町
は
、
宅

地
開
発
、
町
外
か
ら
の
人
口
流
入

等
で
ベ
ッ
ド
タ
ウ
ン
化
が
進
み
、

水
道
、
生
活
排
水
、
学
校
、
道
路

等
い
わ
ゆ
る
社
会
基
盤
の
整
備
が

行
政
課
題
と
な
っ
て
い
た
が
、
昭

和
46
年
３
月
（
深
田
町
政
）
に
議

会
で
可
決
さ
れ
た
初
め
て
の
総
合

計
画
は
、
経
済
効
率
・
財
政
の
一

致
を
考
え
な
が
ら
長
期
的
な
都
市

計
画
を
謳
っ
た
も
の
だ
っ
た
。

　

岡
垣
町
に
お
け
る
公
共
下
水
道

の
構
想
・
道
路
網
の
考
え
方
も
こ

の
な
か
に
あ
り
、
諸
事
業
を
継
続

す
る
う
え
で
今
も
基
本
的
考
え
方

は
継
承
さ
れ
て
い
る
。

　

計
画
の
具
体
化
の
た
め
、
都
市

計
画
審
議
会
の
設
置
、
土
地
開
発

公
社
の
設
立
等
の
議
案
が
そ
の
後

年
可
決
さ
れ
て
い
る
。

　

昭
和
57
年
３
月
（
辻
町
政
）
に

可
決
さ
れ
た
第
２
次
総
合
計
画
で

は
、
公
共
下
水
道
事
業
の
第
１
期

整
備
計
画
が
提
示
さ
れ
、
計
画
・

予
算
・
規
模
・
日
程
を
含
め
、
か

な
り
具
体
化
し
た
も
の
で
あ
っ

た
。

　

海
老
津
駅
前
広
場
の
早
期
完
成

も
謳
わ
れ
、
ほ
ぼ
現
状
の
姿
の
計

画
図
が
示
さ
れ
て
い
た
。

　

平
成
３
年
３
月
（
刀
根
町
政
）

に
可
決
さ
れ
た
第
３
次
総
合
計
画

で
は
総
合
ふ
れ
あ
い
公
園
（
サ
ン

等
の
諸
課
題
を
「
協
働
」「
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
」「
循
環
型
社
会
」
を
キ
ー

ワ
ー
ド
に
取
り
組
み
を
進
め
る
と

し
た
と
こ
ろ
が
特
徴
で
あ
る
。

　

も
と
よ
り
昭
和
61
年
５
月
か
ら

取
り
組
ん
だ
第
１
次
行
政
改
革
、

平
成
18
年
４
月
か
ら
の
行
財
政
構

造
改
革
（
第
４
次
）
に
至
る
数
次

の
行
革
は
、
改
革
を
進
め
な
が

ら
、
同
時
に
総
合
計
画
の
諸
施
策

を
推
し
進
め
る
上
で
の
財
政
の
裏

付
け
を
求
め
て
努
力
し
続
け
た
先

人
の
足
跡
で
、
昭
和
46
年
に
「
計

画
と
財
政
の
一
致
」と
明
示
さ
れ
、

継
承
さ
れ
て
き
た
も
の
で
、
忘
れ

て
は
な
ら
な
い
基
本
だ
と
思
う
。

リ
ー
ア
イ
）
の
整
備

計
画
が
示
さ
れ
、
文

化
・
ス
ポ
ー
ツ
を
通

じ
て「
心
の
豊
か
さ
」

が
求
め
ら
れ
る
時
代

の
「
ひ
と
づ
く
り
・

ま
ち
づ
く
り
」
の
考

え
方
が
示
さ
れ
た
。

　

公
共
下
水
第
２
期

整
備
計
画
の
事
業
実

施
、
農
・
漁
業
集
落

排
水
事
業
の
検
討
に

入
る
こ
と
も
示
さ
れ

た
。
情
報
化
の
推

進
、
住
居
表
示
事
業
、
ま
た
自
然

環
境
へ
の
配
慮
、
高
齢
者
福
祉
等

ソ
フ
ト
面
で
の
行
政
課
題
対
応
も

色
濃
く
示
さ
れ
た
。

　

駅
南
開
発
・
駅
南
口
線
道
路
も

こ
の
第
３
次
の
計

画
で
示
さ
れ
た
も

の
で
あ
る
。

　

平
成
13
年
３
月

（
樋
髙
町
政
）
に

可
決
さ
れ
た
第
４

次
総
合
計
画
で
は

「
暮
ら
し
に
安
心

を
」
と
ソ
フ
ト
面

の
施
策
が
掲
げ
ら

れ
、
少
子
・
高
齢

化
、
環
境
、
防
災

町
議
会
50
年　

③
総
合
計
画
に
つ
い
て

昭和46年　空から見た岡垣

平成３年に策定された町道路網図
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議　会　の　動　き

日　時 委員会等 議　　　　　題
4月 9日 議会広報特別委員会（閉） 議会だよりおかがきの編集
4月10日 議会運営委員会（閉） 第１回臨時会・議長からの諮問について
4月11日 文教厚生常任委員会（閉） 町内文化財視察
4月13日 本 会 議 上程・採決
4月13日 総務産業常任委員会（開） 付託議案
4月13日 議会運営委員会（閉） 議長からの諮問について
4月17日 議会広報特別委員会（閉） 議会だよりおかがきの編集
4月20日 総務産業常任委員会（協） 議長からの諮問・住民懇談会について
4月20日 議会運営委員会（閉） 議長からの諮問について
4月24日 議会広報特別委員会（閉） 議会だよりおかがきの編集
4月25日 文教厚生常任委員会（閉） 閉会中の継続審査（陳情）
4月26日 総務産業常任委員会（協） 住民懇談会・議長からの諮問・行政視察研修
5月 2日 全 員 協 議 会（閉） 住民懇談会について
5月 9日 岡垣町議会住民懇談会 会場：東部公民館
5月10日 岡垣町議会住民懇談会 会場：中央公民館
5月11日 岡垣町議会住民懇談会 会場：西部公民館
5月15日 文教厚生常任委員会（閉） 閉会中の継続審査（陳情）
5月25日 議会運営委員会（閉） 第２回定例会
6月 6日 本 会 議 上程
6月 6日 議会広報特別委員会（開） 議会だよりおかがきの編集
6月 7日 本 会 議 一般質問４人
6月 8日 本 会 議 一般質問４人
6月11日 総務産業常任委員会（開） 付託議案
6月11日 議会運営委員会（協） 議会住民懇談会について
6月12日 文教厚生常任委員会（開） 付託議案
6月13日 全 員 協 議 会（開） 町制50周年記念事業について他
6月13日 議会運営委員会（開） 議長からの諮問について・発議について他
6月15日 本 会 議 議決・発議
6月15日 議会広報特別委員会（閉） 議会だよりおかがきの編集
6月22日 議会広報特別委員会（閉） 議会だよりおかがきの編集
6月29日 総務産業常任委員会（閉） 閉会中の継続審査（陳情）
7月 4日 文教厚生常任委員会（協） 歴史文化研究会との懇談会
7月 4日 議会運営委員会（閉） 議長からの諮問について
7月 6日 議会広報特別委員会（閉） 議会だよりおかがきの編集
7月17日 議会広報特別委員会（閉） 議会だよりおかがきの編集

３月定例議会終了後の本会議・委員会協議会等につい
てお知らせします。

総務産業常任委員会

閉会中の継続審査のための現地視察（高倉）

文教厚生常任委員会

閉会中の継続調査による町内文化財の視察
（文化財保管庫）

13 議会の動き
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岡垣町議会

会議録検索システム
◆ 会議録検索システムは、議会
本会議記録を議会ホームペー
ジで検索閲覧できるシステム
です。
◆  会議録は議会事務局やサン
リーアイで閲覧できます。
　（詳しくは議会事務局まで）

会議録を閲覧してみませんか

９月７日㈮
開会の予定

中
村　

好
伸

　

本
年
10
月
１
日
を
も
っ
て
、
岡
垣

町
は
町
制
50
周
年
を
迎
え
ま
す
。

　

今
日
に
至
る
ま
で
、
岡
垣
町
は
、

多
く
の
先
人
の
方
達
の
血
と
汗
と
涙

に
よ
っ
て
築
か
れ
て
き
た
こ
と
は
言

う
ま
で
も
あ
り
ま
せ
ん
。

　

し
か
し
我
々
の
世
代
は
、
岡
垣
町

が
産
声
を
あ
げ
た
頃
を
知
り
ま
せ
ん
。

　

本
年
度
、
様
々
な
機
会
で
町
制
50

周
年
が
祝
わ
れ
、
記
念
式
典
で
は
功
労

者
を
た
た
え
表
彰
が
行
わ
れ
ま
す
。

　

偉
大
な
先
輩
方
の
大
き
な
功
績
に

感
謝
し
恩
返
し
す
る
た
め
に
も
、
50

周
年
記
念
事
業
を
と
お
し
て
、
こ
れ

か
ら
の
岡
垣
町
を
支
え
つ
く
っ
て
い

く
「
岡
垣
村
を
知
ら
な
い
世
代
」
が
、

も
っ
と
岡
垣
を
知
り
、
も
っ
と
岡
垣

を
愛
す
る
よ
う
に
な
る
こ
と
を
願
っ

て
や
み
ま
せ
ん
。

　
「
住
み
た
い
・
住
み
続
け
た
い
・
み

ん
な
が
輝
く
元
気
な
ま
ち 

岡
垣
」へ

　５月26日（土）　遠賀川において開催されたおんがレガッタ（遠賀
町主催）に一昨年・昨年に続き参加しました。町長会や各町議会、諸
団体と有意義な交流ができました。

岡
垣
町
議
会

チ
ー
ム

右
か
ら

　

市
津
広
海

　

中
村
好
伸　

　

神
崎
宣
昭

　

下
川
路
勲

　

安
部
弘
彦

　

ち
な
み
に
５
位

で
は
あ
り
ま
せ

ん
。

夏本番
天気が続いて
猛暑にな～ぁれ
７月１日

波津海水浴場海開き

田植え風景
　どうか天候に恵まれて美味しく育
ちますように。

おんがレガッタ

発
行
／
岡
垣
町
議
会
　
議
長
 曽
宮
　
良
壽
　
編
集
／
議
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特
別
委
員
会
　
〒
8
1
1
‒4
2
3
3
 福
岡
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遠
賀
郡
岡
垣
町
野
間
1
丁
目
1
番
1
号
　
TEL（

0
9
3
）2
8
2
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2
1
1
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0
9
3
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8
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‒7
7
3
2

表紙への想い 海老津小学校１年生プール授業『夏本番、この素晴らしい笑顔で暑さを吹っ飛ばそう』


